







論 文 題 目
大腸切除術後縫合不全の予防を目的とする 
腸管吻合部血流の評価方法に関する研究 
Study on intestinal blood perfusion 
assessment at the anastomotic site in 
colorectal surgery for prevention of 
postoperative anastomotic leakage 

















いない点を指摘した。また、現在行われている ICG - FA の課題について言及
した。第 2 章では腸管血流評価法に対する評価要件を設定し、臨床で行われ
ている ICG - FA、熱画像（ TI）、 LS C I（レーザスペックルコントラストイメ
ージング法）等の各血流評価法について、文献的調査および予備実験により
評価した。 LS CI は大腸外科領域では先行研究がなく、実臨床使用に基づい
た評価のためには新たに臨床研究を行う必要があると判断した。そこで第 3
章ではこれを踏まえ、大腸切除術にて LS CI による術中腸管血流評価のパイ
ロット研究を実施した。第 4 章では、実臨床での使用経験を踏まえ、現状考
え得る最適な腸管血流評価法が ICG - FA であるか LS C I であるか検討を行っ
た。第 5 章では、ここまでの調査結果に基づき、定量性・再現性・低侵襲性
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